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生 徒 の興味 ・関心 を高め,意 欲的 に学 習す る態度 を育 て る

指導 内 容の構 成 と指 導方 法 の工 夫

1主 題 設 定 の 理 由

国際化,情 報化,高 齢化,価 値観の多様化等社会の変化が急速に進んでいる現在,生 徒の

生活環境やそれに伴 う生活意識 も大きく変わってきている。変化する社会に主体的に対応 し,

意欲的に生きようとする力を一人一人の生徒に身に付けさせてい くことが,今 日の中学校教

育に強 く求められている。

こうしたとき,社 会的事象を学習の対象とし,「 国際社会に生きる民主的,平 和的な国家

・社会の形成者 として必要な公民的資質の基礎を養 う。 」ことを目的とする社会科の果たす

役割は,ま すます大きくなっており,私 たち社会科教育に携わる者の責任は重大であると考

える。

中学生になるとs知 的好奇心が一層高まり,社 会的事象に対する興味 ・関心も増大して く

る。 また,探 究心が旺盛になるとともに,自 分な りに判断をする力をもつこともできる時期

でもあ り,彼 らは大きな知的エネルギーを内包 しているといえる。一方,情 報化社会のあふ

れ出る情報の中でs社 会的事象に関する知識を得る機会 も多い反面,情 報の 「受け手 」に終

始 して しまい,自 ら努力して情報を得 ようとすることのない生徒も少なからず生 まれている

ように思われる。 このような中学生の特性を生かすとともに,中 学生がおかれている状況を

踏 まえた社会科の授業を展開してい くことが必要である。

従来多 く見 られた知識理解中心の授業では,生 徒は受け身にな りやす く,自 己の興味 ・関

心に基づき,意 欲的に社会的事象を学習しようとす る態度は身に付きに くい。

そこで,本 研究においては標記の研究主題を設定し,

① 身近な社会的事象を取 り上げて,生 徒の興味 ・関心を喚起する教材の開発を行 う。

② 生徒の意欲的な学習を促すため,単 元の学習内容を再構成する。

③ 生徒の興味 ・関心や発想を生か して,主 体的に学習する場面を工夫する。

などして,授 業づ くりを行った。

研究に当たっては,地 理的分野と歴史的分野の二つの分科会 に分かれ,適 切な課題を設け

て行 う学習の指導方法を取 り入れたり,学 習内容の再構成の工夫を行 った りして,意 欲的に

学習する態度の育成 を図った。
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皿 地理 的分 野

生 徒 の興 味 ・関 心 を高め,主 体 的 な学 習活 動 を促す 指導 方法 の工 夫

一 適 切 な課題 を設 けて 行 う 「首都 ・東 京 」の 学 習を 通 して 一

1主 題設定の理由

急激に社会が変化する今 日,社 会的事象に興味 ・関心をもち,自 ら進 んで 学ぽ うとする

意欲を培い,豊 かな思考力や表現力を身に付けることは大切である。その意味で,社 会的事

象を学習対象とする社会科の役割は大 きい。 しか し,現 実の授業は,学 習内容の精選の不十

分さ,受 験への対応などか ら教師主導の知識詰込みの一斉指導になりがちであり,生 徒は受

け身にな りやすい。そのため,社 会的事象をしっか り見つめ,課 題を把握 し,考 えるという

態度が十分身に付かないでいる。

新学習指導要領では,中 学校社会科において,「 生徒の主体的な学習を促 し,社 会的事象

に対する関心を一層高める 」ために適切な課題 を設けて行 う学習の充実を図ることが求めら

れている。 この学習の留意すべきところは,何 が 「適切な課題 」なのか(課 題の選択),課

題をどのように学習し,解 決するか(課 題の追究),課 題の追究結果をいかに発表するか(成

果の共有化)な どをよ く研究 し,生 徒自らが意欲的に取 り組める指導法を工夫してい くこと

である。

地理分科会では,生 徒の興味 ・関心を高めるには,ど のように授業を工夫改善 していけば

よいかを検討 した。 その結果,適 切な課題 を設けて行 う学習を実践 し,生 徒が主体的に学習

を進めてい くための指導上の課題を探り,そ れを明確にする中で改善点を考察し,生 徒一人

一人の興味 ・関心を高める指導の在 り方を追求することとな り上記の主題を設定した。

学習の単元としては,学 習指導要領の地理的分野の,2内 容 「(2)日 本 とその諸地域 」

の「ウ 日本の諸地域 」の うち 「関東地方 」の学習を,わ が国の首都 として重要な位置を占

めている地域 「首都 ・東京 」を中心に,東 京 との結び付きに視点をおいて再構成 して扱 うこ

ととした。首都東京は,① 社会の変化を敏感に反映 し,様 々な特色 ・問題点 をもっており,

②学校の所在地を含む身近な地域であるため,調 査活動や資料の収集がしやすい。そのため,

生徒が主体的に課題を設定 しやす く,体 験的な学習や資料を選択活用するなどの多様な課題

追究の方法が可能であるか らである。
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2研 究のね らい と方 法

{D研 究のね らい

ア 適 切 な 課 題 を設 け て行 う学 習 の 手 法 を取 り入れ,生 徒 の興味や 関心 を高め,主 体 的

に課題を発見 し,追 究 す る学 習を通 して,資 料活用 の能 力や地理的な見方 ・考 え方 を育成

す るため に,多 様で創造 的な学習活動が展開 で きるよ うな教 材の開発 と指導 方法 の所究 を

行 う。

イ 身近な地域 「東京 」に関心 を もたせ,そ の都市問題 を探 ることに よ って,都 市 に住む人

人の生活の特 色を理解 させ る。 さらに,都 市化や国際化 の進 展が人 々の生活 に及ぼ す影響

につい て考察 させ,こ れか らの 「東京 」につい て考え る態度 を育て る教材の構成を図 る。

② 研究 の方法

上 記のね らいを達成す るため,以 下の方法で研 究を進 める。

ア 第2学 年 の地理的 分野の 「② 日本 とその諸地域」の 「ウ 日本 の諸地域 」の 「関東地 方」

を取 り上 げ,指 導計 画(7時 間)を 作 成す る。 その際,「 東京 」におけ る地域の人 々の生

活及び地域の特 色や動 向を 「自然 と人 々 」,「 産業 と地域 」,「 居住 と生活 」,「 地域の

結 び付 き と変化 」の四つ の項 目か らとらえ,さ まざまな都市問題 を課題 化 し,学 校所在地

の地域の実情 なども考慮 した指導 方法 を工夫 す る。 さらに,関 東地 方 との結 び付 きに も留

意 する。

イ 首都 「東京 」を取 り上 げて,適 切 な課題 を設けて行 う学 習の指導計 画 を作成す る。

σ)事 前に生徒 に対 して,「 東京の イ メージア ンケー ト」を行 い,生 徒一人一 人が もつ東京

の イ メージを把握 し,課 題 の 設 定 の 際 に,生 徒 の主体 的な学 習活動が展開 で きるよ うな

工 夫をす る。

ω 第1時 におい て学 習課題 の発見に必要な資料の提示 の方法 を工夫す る。

(ウ)第2時 の学 習課題の 設定 と学 習計 画の立 案につい ては,前 半 は教師 によ る一斉授業,後

半 は グルー プ単位の学 習とす る。

ω 第3時 以降 は,学 習課題 の追究 の方法,ま とめ方,発 表 の方法などを考慮 した指導計画

を作 成す る。

ウ 資料を収集 し,検 討 す る。

σう 学習課題の設定 ・追究 に必要 な資料は,東 京都 や政府 の刊行 物,新 聞,写 真,ビ デオな

ど教師側 で十 分に用意する。

α)学 習課題の発 見 ・設定 に必要 な写 真資料 は,特 に生徒の興味 ・関心を 高めるのに有効な
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ものを精選 し,パ ネル化 す る。(都 庁の都民情報ル ーム映像 コー ナーにて,教 材 の写 真を

複 製す る。)

㈲ 地図 や グラ フなどは,生 徒 に分か りやす く,特 色の つか みやすい内容の ものを提示 で き

るよ うに工夫 す る。

工 第1時 は,学 習課題発見 の時 間であ る。 生徒が進んで課題 意識 を もち,自 分の学 習す る

テー マに興味 ・関心 を もて るかど うか,こ の授業が その後 の学習活動の充実 にか かわ る大

切 な時 間であ ると考 え,2回 の検証授業 を行 い,研 究 を深 める。

5研 究の内容

C1)指 導 計画

ア ね らい

σう 一極 集中に伴 う首都 ・東京の特 色や都市問題 を探 ることによ って,生 徒 の東京に対す る

興味 ・関心 を高め,こ れか らの東京を考 える態度 を育て る。

ω 課題の 設定 ・追究 ・まとめ ・発表を通 して,主 体 的に学 ぶ態度を育 てる。

イ 配慮 す る点

σづ 生徒 の興味 や疑 問を引 き出す ことので きる資料を提 示す るとともに,そ れ が,学 習課題

に高め られ るよ う指導 方法 を工 夫す る。

α)課 題追究 に必要 な基本 資料を準備す ると ともに,そ の他 の資料 や調査活動の方法 につ い

て把握 してお く。

(ウ)調 査活動 において,資 料 を選択 し,活 用す る学 習活動 を重 視 し,適 切な指示 。助言 を行

う。

C⇒ 学習内容が 高度にな り過 ぎた り,量 的 に過 多にな らない よ うに,十 分配慮す る。
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時1 指 導 目 標 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

学習課題の発見 ア ア ンケー トの集計結果 を ・ 事 前 に 「東京 の イメー ジア

首都 ・東京の抱え 見て,気 が付 いたことを発 ン ケ ー ト 」を 行 っ て お く。

る問題 を考え させ, 表 し,浮 き彫 りにな った社

学習課題 の発見に努 会的事象の背景を考える。

1 め させ る 。 イ 東京への集中の原因を考 ・ 班 ごとに話 し合わせ る。

( え る。
・ 東京の首都機能に触れる。

本 ウ 東京への集中による問題 ・ 班 ごとに話 し合わせ る。

点を考 える。

時 エ ビデオを見て.人 口集中 ・ 気付 いた点 を メモ させ る。

) の様 子を知 る。

オ 都市問題 につ いて,関 心

を もった こ と,さ らに気付

い たこ とを学 習 プ リン トに

まとめ,そ れを発表す る。

学習課題の設定と ア 学級全体の関心や気付き ・ 前時 に出 された一人 一人の

学習計画の立案 な どを知 る。 関心 ・気付きを黒板 に提示で

学習課題による学 イ 黒板 に提示 され たカー ド き る よ う,あ ら か じ め カ ー ド

習グループ分けを行 を見て,自 分の調査 したい 化 してお く。

い,課 題追究や資料 事 柄 を決 め,調 査 カー ドに

収集の方法などの学 記入す る。

2 習計画 を立 て させる。 ウ 調べたい事柄 ごとにグル ・ 生 活班 にと らわれ ず,同 じ

一プ分 けを行 う。 ような学習課題をもつ生徒を

エ グル ー プごとに話 し合い, 同 じグル ー プにす る。

一人一人の学習課題を設定

す る。 ・ 学習課題追究の方法につい

オ 学習課題の追究方法をグ て例を挙げて説明 し,追 究の

ルー プごとに話 し合 い,一 仕方を明確にする。
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人一人の学習課題の追究方 ・ 調 査の視点 に,関 東地方 と

法 を決 める。 の結び付きを入れる。

O
J

・

学習課題の追究

学習計画を基に,

ア 資料を用いて学習課題を

追究する。

ア 資料収集の方法を明確にし,

学習課題の追究に必要な調査

」
4

・

新たに必要な資料を

収集 し,考 察させ, イ 学習課題のまとめをする。

方法,調 査活動の場等の指示

を与える。

5

生徒一人一人に学習

課題を追究させる。

イ 学習のまとめに向けて助言

し,発 表の仕方を考えさせる。

学習課題の発表と ア 各グループごとに発表す ・ 模造 紙,OHP,ビ デオの

学習のまとめ る 。 活用など,発 表方法を工夫す

発表の仕方を工夫 イ 各グループの発表を聞き るよ う助言す る。

s させ,他 の学習課題 要 点を ワー クシー トに記入 ・ 発表時における聞 く態度に

● についての理解を促 す る。 ついて注意を与 える。

7 す とともに,本 単元 ウ 教師の指導 によ り,学 習 ・ 関東地方の視点 を入れて,

の まとめを させ る。 の まとめ をす る。 ま と め る 。

工 新 たに調 べたい ことや疑 例 筑波研究学園都市,交 通網

問 に思 った ことを ワー クシ の発達に伴 う内陸工業の発達,

一 トに記 入す る。 進む宅地化 と近郊農業など。

ウ 評価

働 都市問題を通 して東京に興味 ・関心をもち,今 後の東京を考えることができたか。

(イ}東 京という素材を通 して,大 都市の抱える様 々な問題を理解することができたか。

㈲ 自ら課題を設定 し,資 料を収集 ・活用するなどして追究 し,ま とめ,発 表することがで

きたか。

② 研究授業

ア 主題 首都 「東京 」 関東地方 〈学習課題の発見〉

イ 本時の目標

(力 首都東京の人 口集中を通 して,東 京の都市問題を考えさせる。

(イ)東 京の都市問題に興味 ・関心をもたせ,課 題を追究 しようとす る意欲を育てる。
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ウ 本時の展開

学習内容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 資 料

東京への 1ア ン ケ ー トの 集 ・事 前に 「東京 の イメー ジア ンケー ト ・教科書

人口集中 計結果を見て気が を行 う。 「東 京 ・

導 付いたことを発表 予想される生徒の反応 関東への

し,浮 き彫 りにな 人 口が多 い,大 都市,高 層 ビル, 集中 」

った社会的事象の 渋滞,物 価 高な ど。 ・資料

背景を考える。 .パ リ,ロ ン ド ン,ニ ュ ー ヨ ー ク の 人 『東京都

(東 京に対す るイ 口比較資料をもとに東京の巨大 さに 市白書 』

メー ジを二つ に分 気付 かせる。 ・新聞資料

入 ける) ・関東地方との地域的広がりに留意さ

・東京のパ ネル を見 せ る 。

る 。

東京の便 2東 京への集中の ・集中をもたらす東京の利点に気付か 。地 図帳

利な点 原因を考え る。 せ る。 「都心地

発問 「なぜ,東 京 予想される生徒の反応 図 」

展 に人口が集中してい
/働 くところがた くさんある・糊

るのか 」 が高い,交 通の便が よい,学 校が

/多聴 ぶところが多い始 ノ

・東京の首都機能に触れる。

東京の不 3東 京への集中に ・班 で話 し合わせ る。

便な点 よる問題点を考え ・自由な発表を通 して都市問題に気付

る 。 かせる。

開 発問 「人口集中に ・班 で話 し合わせ る。

よる問題点は何だろ 予想される生徒の反応

うか 」 ひ ど い ラ ッ シ ュ,騒 音,ゴ ミ,土

・気付 いたこ とを発 地の値段が高いな ど。
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表 す る。

4ビ デオを見て, ・ビデオを見 て ワー クシー トに気付 い ・ ビ デ オ

展 人口集中の様子を た点 をメモ させ る。 『東京巨

知 る。 大都市』

(ラ ッシ ュ,交 通 渋 (NHK教

滞など) 育)

5都 市問題に付い ・関 心 を も っ た こ と を ワ ー ク シ ー トに 平成元年2

開 て関心 を もった こ まとめ させ る。 月14日

と,さ らに気 つい

たことを発表す る。

まとめ 6東 京には解決 し ・パ ネルを見せ る。 ・教科書

終 なければな らない 「都市間

問題が存在す るこ 題 」

lIと,現 在 もその解

決に向けて様 々な

末 努力がなされてい ・次回,調 べ るテーマを決める ことを

ることを確認す る。 予告 してお く。

工 評 価

東京の抱え る問題 に気付 き,追 究 しよ うとす る意欲 を もつ こ とができたか。

ウ 資 料

パ ネル写真(ラ ッシ ュ ・地下鉄,交 通渋滞 ・道路,高 層 ビル群 ・新 宿,国 会 議事 堂周辺,

大川端 リバ ーサイ ド,白 髪防災 ビル,住 宅地 の中の キ ャベ ツ作 り,多 摩 ニ ュータ ウン,ゴ

ミ・夢 の島)ビ デオ 『東京巨大都市 』(NHK教 育 よ り)

ビデオ資料の 内容 …前半 は,休 みな く活動 している巨大 都市東京 の様子 を総合商社の活

動やパ リ,ニ ュー ヨー クとの電力消費の比較を取 り上 げて紹介 してい る。後半 は,巨 大化

した東 京の問題 を・通勤 ラッシュ ・交通渋滞 ・ゴ ミ問題 に絞 って扱 って いる。通 勤 ラッシ

ュでは数 分間隔 の時刻表,空 か ら見 た数百 メー トル お きに連 な ってい る電車 な ど,交 通 渋

滞では数珠 つな ぎの車 の列 な ど,ゴ ミ問題 では夢の島 の ゴ ミの山な どを映 しだ している。
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(3}研 究授業 の考 察

ア 導 入

事前 にア ンケー トを行い,集 計 を して東 京に対す る生 徒 のイ メージを まとめておいた。

集計結果 をア ンケー一トの得票 の少な いものか ら発表 し,多 いものを残 す方法 をと った。生

徒の東京 に対 する イメージで多か ったものは 「交通の便 が良い。 」「空 気が悪 い。 」「店

が多い。 」「緑 が少ない。 」「東京 タ ワー 」「東京 ドーム 」な どで あ った。 出 され たイ メ

ー ジをプ ラスのイ メー ジとマ イナスのイ メー ジに分 けさせ
,ア ンケー トの整理 を図 った。

ア ンケー トの一 つ一つ に注 目させ,「 なぜ このよ うな ことが起 きるのか。 」とい う発問 を

した。 生徒 か ら「人 口が多 いか ら。 」とい う意 見が多数 出され た。

ア ンケー ト結果 を画用紙 に書 き磁石 で黒板 に貼 った り,プ ラス とマイナ スのイ メー ジを

生徒 に分けさせ 理由を発言 させ た りす る ことに より,東 京に対す る生徒 の関心 を高め るこ

とに成功 した と思われ る。 また 「関東,東 京へ の人 口集 中 」に気付か せ るため,世 界の都

市 との人 口等の比較 資料,教 科書,パ ネルな どを使用 した。

イ 展 開

(ア)東 京への集中 の原 因

「な ぜ東京 に人 口が集中 しているのか。 」とい う発問 を し,班 で 話 し合わせ た。 これは

導入で の プラスの イメージを さらに深 めた もので あるが,各 班 か らは 「就職 口が多 い。 」

「企業の本社 が多い。 」「遊 び場所や新 しい ものが ある。 」な どの意 見が出 され た。 これ

を板書 した後,地 図帳で首都機能 を調 べ,政 治や経 済の主 要機関 の位 置 を確認 した。班 で

話 し合 うとい う活動に よ りクラスの雰囲気 を盛 り上 げ,発 表す るこ とによ りクラス全体 の

意見の集約 を図る ことがで きた。

K)東 京 への集 中に よる問題点

「人 口の集 中に よる問題 点 は何 だろ うか。 」とい う発問 を し,再 度班 で話 し合 わせ た。

これは導入で のマ イナ スの イ メー ジを さらに深 め たもので あるが,各 班 か らは 「公害や犯

罪が多い。 」「通 勤 ラ ッシュが ある。 」「家が密集 してい る。 」「大気汚染が ある。」「土

地が高過 ぎる。 」などの発言がな され た。各班 の発表 と板書の後,ビ デオ 「東京,巨 大都

市(NHK)」 を見せ,「 通 勤 ラッシ ュ」「高速 道路 の渋滞 」の様子 を確認 させた。 視覚 に

訴 えて,よ り都市問題 を身近 に感 じさせ る ことができた。 その後,「 自分 の関心 を もった

こと,調 べてみ たい こと 」を ワー クシー トに書か せた。 今 まで提 示 され た様 々な事 柄か ら

自分 の意見 を まとめ させ,東 京 の都 市問題 につい て学 習 したい事項 を発表 させた。
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「東京 の情報量 」「東京 の電気量 」「緑の分 布 」「大気 汚染 」な どの意見が 出された。 発

表す る生徒 の様 子か ら,予 想以上 に都市問題 に対する生徒 の意欲が高 まった ことが感 じら

れ たo

ウ 終 末

「多摩 ニ ュータウ ン」や 「ウォー ター フロン ト」のパ ネル を見せ た り,「 筑 波研究学園

都市 」や 「新交通 システム」の話 をした りした。 これ によ り東京に は解決 しなければな らな

い問題が た くさんあるが,そ れ に対 して現在様 々な対 応が計画 ・実行 されてい ることを確

認 させ るこ とが で きた。 さ らに,次 時は グル ー プに分 かれて調べ るテーマを決定 す ること

を予告 し,ワ ー クシー トを回収 した。

上 記の ことは以 下の よ うに まとめ られ る。

σう 指導 方法 の工 夫

①事 前にイ メー ジア ンケー トを とり,活 用 し,学 習への動機付 けを図 った。

② クイ ズ形 式でヵ一 ドを提示 し,生 徒の興味 ・関心を喚起 した。(資 料提 示の工 夫)

③ イ メージ カー ドを黒 板 に貼 る ことで,授 業 の流 れを明確 にした。

④ パ ネル や ビデ オを活 用 し,視 覚的 な効果 をあげた。(視 聴覚 資料の活用)

α)学 習形態 の工夫

① イ メー ジカー ドを生徒 自身に黒板 に貼 らせ,学 習活動を活発化 させた。

②班活動 を取 り入 れ,生 徒の学習意欲を 高めた。

(ウ)指 導過程 の工 夫

①生徒が発 見 したプ ラスイメージが,次 には問題 点 として マイナスに転 じる とい う展 開方

法 を用 いて,生 徒にyiiiな 興味を もたせ るよ うにした。

②班で の話合 いの結 果 を発 表 させ る 時に,一 入一入 の意見が取 り入れ られ るよ うに発表

の方法 を工夫 させた。 また,同 じ意見を もつ生徒 に挙手 を させた。

イメー ジア ンケー ト,パ ネル,ビ デオ,ワ ー クシー トを活用 す ることで,生 徒 の興味 ・

関心 を引 さ出す こ とが 十 分で きた。 また,班 で の話合いや 発表に よ りクラス全体 の雰囲気

を活性化 させ たことは,学 習課題 を設定す る上で非常 に効果 的であ った。

本 時の反省 としては,生 徒が課題 を設定す る上 で ビデオの影響 を受け る傾向が ある点が

挙げ られ る。 ビデオの 構成 を検 討す るなど して.生 徒 が自 ら意欲 を も って課題 を見付け る

よ うによ り一層工夫 す ることが今 後の課題で ある。
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4研 究 のまとめ と今後 の課題

(D研 究の まとめ

地 理的 分野の 分科会 では,「 生徒 の興味 ・関心を 高め,主 体 的 な学習活動を促 す指導方法

の工夫 」を主題 と して研究 を進 めたが,こ の研究か ら次 の点を明 らかにす る ことがで きた。

ア 社会的事象 に対す る興味 ・関心を高め る うえで,身 近な地域 を素材 として取 り上 げ るこ

とは効果的で あ る。

本研 究で は,「 首都 ・東京 」を取 り上 げ た。生徒 に とっての生活の場 であるため,学 習

内容 を具体的 にイメージ させ ることがで き,学 習活動 のなかで も,個 々の生徒 の知 識を生

かす ことがで きるため,活 発な授業を展開す ることがで きた。

イ 適 切 な 課 題 を 設 け て行 う学 習 を通 して主体的 に学習 す る態 度を育 てることが で きる。

σり 学 習課題 の発見 の時間(第1時)で は,ア ンケー トやワー クシー ト,ビ デオ やパ ネル写

真 を利 用 し,班 で の 話 合 い を 取 り入 れ,生 徒 一人一人の興味 ・関心 をで きるだけ生か そ

うと試みた。 これ らの工 夫 は,生 徒 の興味 ・関心を喚起 し,主 体 的に課題 を追 究す る意欲

を高め る うえで効果的 であ った。

α)課 題 の追究,ま とめ,発 表 では,聞 き取 り調査を行 った り,ビ デオを活用 した り,将 来

の東 京の姿 を想像 してイ ラス トに描 い た りす るな どグルー プごとに工夫 がみ られた。 グル

ープ とい う小集団 で学 習することにより,生 徒一人一人 の能 九 適性 を生かすことがで きた。

(ウ)本 研究 では,「 東京の都市問題 」を課題 として設定 した。 ゴ ミや交通 渋滞な ど身近で切

実な問題 であるため,生 徒は 自分の問題 として真剣 に とらえ 自ら進んで 課題 に取 り組 み,

調査活動 において も豊 富な資料 を収集す る ことがで き,意 欲的 に課題 を追究す ることがで

きた。

(2)今 後の課題

ア 身近 な素材 として 「首都 ・東 京 」を取 り上 げ るためには,各 学 校所在地の地域的特性 を

的確 に把握 した上 で,学 習内容 との関連 を図 る必要が ある。

イ 適 切 な 課 題 を設 け て 行 う学 習 を 実 施 す るために は,生 徒 一人一人 の実態 や,地 域や

学校 の実情 に配慮 して,実 施時期 や配当す る授業時数,取 り扱 う単 元につい て,各 学 校で

十 分検討す る とともに,図 書室や 資料室の整備,映 像 資料の収集,パ ソコンの利用 など主

体 的に学 習 してい くための条件 を整え ることが必要 である。 また,学 習 に遅れが ちな生徒

等,配 慮を要す る生徒 に対す る指導 法の工 夫をす る とともに,日 頃の学習 において も,生

徒 の主体 性が育 つよ うに,実 践 を積 み重ね てい くこ とが大切 であ る。
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皿 歴 史的 分野

生徒の興味 ・関心を高め,意 欲的な学習活動を促す指導内容の構成と指導方法の工夫

一 身近な素材を活用した文化の学習を通 して大正デモ クラシーを学ぶ 一

1主 題設定の理由

歴史的分野の学習において,私 たちは,学 習内容の精選の不十分 さや生徒にとっての用語

の難 しさなど,多 くの問題を抱えながら日常の指導に当たっている。そのため,と もすれば

教師主導の一斉指導による知識注入が中心 となり,授 業は講義形式の単調なものになりやすい。

しかし,生 徒を取り巻 く新 しいメディアを活用 した授業の工夫 と,教 材の創意工夫によっ

ては,聞 いて,触 れて,感 じるなどの五感に働きかけて学び得る学習過程をつ くることがで

き,ま た,生 徒が意欲的に活動する場面のある授業も生みだすことができる。

今回の研究では,学 習指導要領の「(8)二 つの世界大戦と日本 」の 「イ 大正デモ クラシ

ーと文化の大衆化 」を取 り上げ,世 界と日本の激動の歴史を事実の羅列ではなく,生 き生き

として学習主体である生徒が学ぶ ことができるよう,そ の指導の在り方に取 り組んだ。 「大

正デモクラシーと文化の大衆化 」の単元で授業の工夫 と教材の開発をどのように行 うかを探

るなかで,そ の単元構成を身近な素材を活用 した文化の学習から入ってい くことにした。生

活文化の学習は,そ の学習を通 してその時代を理解するという,歴 史学習の重要な要素であ

る。大正デモクラシー期の都市の文化は,そ こに今 日の都市の生活文化の原型を見ることが

でき,生 徒が身近なところか ら歴史学習に入れる教材である。 また,そ の文化様相を学ぶこ

とから大正期の人 々の生活が理解でき,人 々の生活の基盤にある政治,経 済,社 会全体の風

潮も学ぶことができる。普通選挙運動に象徴 される大正デモクラシーの特徴 で ある国民 の

「主権者意識 」の高揚が,実 際にはどのような生活文化のなかで生 まれどのように展開して

いったのかとい う観点を持ちながら,創 意ある指導方法の工夫 と教材の開発に取 り組むこと

にした。

文化から入ってい くとい う単元の指導内容の構成は,生 徒にとって身近な教材を用意でき

るだけでな く,基 盤にある政治,経 済等への理解へとつなげてい く歴史教育の一つの方法だ

と考える。 この方法の重要なことは,学 習指導要領の 「3内 容の取扱い 」の(1)のウで生活

文化を重視していることか らも理解できる。そ して,こ の方法を,と もすれば事実の羅列や

講義調の授業に終始 しがちな 「大正デモクラシーと文化の大衆化 」の単元で試みることにした。
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2研 究のね らい と方法

(D研 究の ねらい

ア 学 習の主体 者であ る生徒の興味 ・関心を 高め,意 欲を喚起す る指導方法 を工 夫す る。具

体的 には,生 徒の 日常生 活 を取 り巻 く映像,写 真,新 聞な どや,地 域 史な どの身近 な素材

を活 用する。

イ 生活文化の学 習か ら入 る形 に単元の指導 内容を構 成 し,時 代の政 治,経 済,社 会風潮 と

い う全体像が 分か りやす く理解で きるよ うにす る。

{2)研 究 の方法

ア 先行 研究 につ いて調べ研 究す る。

イ 文 献収集を 行 い,映 像 資料 を入手 して,そ れ らを活用す る。

ウ5時 問 分の指導計 画を作成 し,研 究授 業 を行 う。

工 研 究授 業 にお いては事後 の生徒 の感想を取 り入れ,次 の授業に生 かす。

オ 大正文化の学 習においては,今 日の都市生活の原型を 見いだすべ く,当 時の映画 ボス タ

ー,新 聞,雑 誌,衣,食,住,生 活機器,ラ ジオ番組 カル ピスや キ ャラメル などのおや

つ,ス ポー ツなど幅広 く身近な素材 を収 集 し,活 用す る。

3研 究 の内容

(1)指 導計画

ア ね らい

働 単元の指導 内容の構成 は,人 々の生活文化 の学 習か ら入 り,生 活 の変化を把え させ,さ

らに,社 会 運動の 高ま り,普 通選 挙の実現 とい うよ うに,文 化か ら政 治,経 済,社 会 風潮

の学 習へ とつな げて い くこ とに より,そ の時代全体 を理解 で きるよ う工夫す る。

(イ}文 化 の学習に おい ては,親 しみやす く五感 に訴 える素材を活用 して,生 徒 の興 味 ・関心

・意欲 を高め る指導案 をつ くる。

㈲ 生 活文 化の学 習を導入 と して,人 々の主権者意識 が どのよ うにつ くられ てい ったのか を,

第1時 か ら第5時 までの授 業 を通 して理解で きるよ うな指導計 画 とな るよ う工夫す る。

イ 留意点

(ア)ワ ー クシー トを活 用 して生徒が学習 内容 を整 理 して理解で きるよ うに工夫 し,知 識や理

解の定着 を図 る。

ω 資料の収集 においては,生 徒の 五感 に強 く訴 え るものが集め られ るよ うに配慮す る。
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ウ 単元の構成

第1時 大衆文化の発達 映画や ラジオ ・新聞などのマス ・メデ ィアを中心に扱

い,大 衆の地位向上に重点をお く。

(映 画の普及,ラ ジオ放送の開始,童 謡 ・童話,少 年雑誌,流 行歌,ス ポーツの普及 〉

第2時 人々の生活の変化 食生活等家庭生活(食 卓 ・生活用品)な どを扱い,サ

ラリーマンの増加や生活の変化を学ぶ。

(衣 食住の変化,家 庭生活の合理化,東 京圏の拡大,大 正人の一 日の生活)

第3時 社会運動の高まり ワークシー トを使 って作業学習を取り入れ,生 徒の意見を

活用 して社会運動が組織的運動へと高まっていったことを学ぷ。

(労 働争議 小作争議 女性解放運動,水 平運動,社 会主義運動)

第4時 普通選挙制の実現 生活の向上を求める要求が,民 本主義思想に基づ き普

選運動や政党政治実現への運動に発展 していった様子を学ぶ。

(護 憲運動,民 本主義,政 党政治の実現,普 通選挙制の実現)

第5時 大正デモクラシーの意義…関東大震災や治安維持法の成立を扱 うとともに,ワ ー

クシー トを使って大正デモクラシーの意義や限界を確認す る。 また,個 々の生徒の

感想や意見を出させ まとめる。

(関 東大震災,治 安維持法,大 正デモクラシーの意義 とその限界)

工 指導内容の構成図

①大衆文化の発達

②入 々の生活の変化 一 一 一

r

③社会運動の高まり ④普選 の実現 一一

一 一なぜ,大 正 時代 に大衆 の文 化が生 ま

れたか。

一 一生 活が便利 にな ってcた 大衆 は,よ

りよい生活 の実現 のために何を求め

るよ うにな ったか。

一 一大衆が社会運動 を高めたのはなぜか。

… 一普選の実現 はどの よ うな意義を もつ

のか。

,大 正 デモ クラシーにはどのよ うな意義が あ

⑤ 大正デモ クラシーの意義/り,ど のよ うな限 界があ ったのか。

一一16-一



② 研究授業

A学 習指導案(第1時)

ア 主 題 「大衆文化の発達 」

イ 本時のねらい

⑦ 大正から昭和初期にかけての大衆文化について興味 ・関心をもたせる。

ω なぜ,ラ ジオや雑誌 ・流行歌などが人々の間に広 まってい ったのかを考えさせる。

ウ 本時の展開

学習内容 学 習 活 動 指導上の留意点 資 料

導 松竹蒲田 1地 図を見て本蒲田公園 ・身近な場所を提示するこ ・地 図

撮影所 の場所を探す。 とによ り興味 ・関心を喚 「蒲田近辺 」
入 起す る。

2大 正～昭和初期にかけ ・画 面を見なが ら考え させ ・写 真

5 て,現 在の本蒲田公園付 るか,解 答が 出ない場合 「松竹蒲田撮
分 近にあった建物は何か予 は ヒン トを与え る。 影所 」

想 す る。 ・パ ネル で興 味を深 める。 ・パ ネ ル

○映画の 3資 料を見て,映 画の歴 ・映 画の普 及につい て気付 ・映画 の歴 史

普及 史 について知 る。 かせ る。
4ビ デオを見 て,当 時の ・現在 の映 画 との違 いにつ ・ビデ オ映 画

映画に触れ,感 想を出し いて考 え させ る。 「キ ッ ド 」

合 う。 5分
展 5写 真を見なが ら,大 正 ・写真により,雑 誌 と ラジオ ・写 真

時代 に発達 した マス ・メ の 存在 に気付かせ る。 「大正時代の

デ イアにつ いて考 える。 ・新 聞やテ レビにつ いては 家庭風景 」
補足説明を行 う。

Oラ ジオ放 6「 ラジオ時間表 」を見 ・特 に,① 子供の時間,② ・ラジオ放送

送の開始 て,当 時の ラジオ番組 を 音楽の時間,③ 運動の時 時間表
調 べ る。 間に注 目させ る。

7① ～③ の それぞれの時 ・自由に発表 させ なが ら,

間にはどのような放送が 大衆文化 につ いて一つ}

行われていたのかを予想 つ確認 してい く。
開 し,発 表 す る。

○童 謡 。 ① 子供の時間 ・童謡や童話 ,雑 誌 『赤 い ・写 真

童話 鳥』や 「少年倶楽部』な 「赤 い鳥』

○雑誌 どに触 れ る。 「少年倶楽
部』復刻版

O流 行歌 ②音楽の時間 ・流行歌の存在に気付かせ 。 カ セ ッ ト

40
入気歌手 る 。 「 カ チ ュ ー シ

分 レ コ ー ド ・人気歌手 や レコー ドに も ヤの唄 」

触れ る。 ・ブ ロ マ イ ド

○ ス ポー ツ ③ スポーツの時 間 ・様 々な スVツ 放 送がな ・写 真

の普及 された ことによ り,ス ポ 「全国中等学
一ツが大衆化 されてい っ 校野球大会 」
た ことを理解 させ る。 ・ オ リ ン ピ ッ

クの歴史

ま 8な ぜ,大 正時代 に大衆 ・民 主主義が発達 した こと
と
め

文化 が発達 したのか,自

分 の考え をまとめ る。

や生活 が便利にな ったこ

とを考え させ たいが,無
5 理 に結 論を 出 さず,こ の

分 単元全体の課題とす る。

工 評価

映画 ・ラジオ放送 。雑 誌 ・音楽 ・スポー ツなど具体 的な もの につ いて,文 化 の大衆化の
よ うす を考 える ことがで きたか。
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オ 研究授業の考察

本時は,単 元 「大正デモクラシーと文化の大衆化 」の指導内容を再構成 した第1時 であ

る。現在の生徒の生活と直接関係の深い 「大衆文化 」の学習を通 して,大 正時代に興味 ・

関心をもたせることが大きなね らいである。ねらいの達成のため,生 徒の五感に訴える教

材や資料を準備 し,有 効に活用することに重点を置いた。

(7う 導入について

導入では,身 近な地域を取 り上げ,生 徒に興味 ・関心を喚起 させようとした。地図や写

真を提示 しながら「松竹蒲 田撮影所 」について触れ,大 田郷土博物館か ら借りたパネルを

使用 して,興 味を深めさせた。これにより,授 業の最初か らクラス全体が活気づき,一 人

一人の関心が高まったようである。授業後も熱心 にパネルに見入 っている生徒も多数いた。

身近な話題を導入に取り入れる方法は,成 功だったと思われる。 しかし,い きな り地図を

提示 したことにより,戸 惑いを見せた生徒 もお り,も う一工夫の必要 を感 じた。

(イ)展 開について

導入を受けて,ま ず,映 画か ら大衆文化を把握させよ うと試みた。 自作の資料や ビデオ

を活用 しなが ら授業を進めたが,ど の生徒 も大いに関心を示 した。特に,当 時の活動写真

「キッ ド」の鑑賞は,事 後アンケー トでも生徒に大変好評であった。 「大衆文化の発達 」

の学習において,映 画は最適な教材の一つであることが実証された。

映画以外の大衆文化については,「 ラジオ放送時間表 」を使用 しながら授業を組み立て

た。 その際,写 真や実物 ・音声など様 々な資料を提示しながら授業を進めたが,や や資料

が多す ぎた感があった。資料が豊富にある場合,い かに精選 して活用するかがs今 後の大

きな課題である。

㈲ 整理について

本時は,単 元全体の導入の時間でもある。 そこで,「 大正時代に大衆文化が発達 したの

はなぜだろう。 」とい う課題を一与え,一 人一人に予想させることにした。一部 の生徒から

「人hの 生活に余裕ができた。 」「デモクラシーの発達 」などの意見が出され,次 時から

の学習につなげることができた。ただ,設 問の仕方を工夫すれば,も っと多数の生徒が予

想できたと思われる。

事後アンケー トの結果 「大正時代に興味をもった。 」「大正時代が身近に感 じた。 」

「写真や ビデオがあり分かりやすかった。 」などの感想が多数出された。文化を最初に扱

い,生 徒に興味 ・関心 をもたせるという本時の目的は,十 分達成できたと思われる。
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B学 習指導案(第2時)

ア 主題 「人 々の生 活の変化 」

イ 本時のねらい

伊)大 正時代の大衆の・生活向上の願いが・都市の発達や衣食住の合理化を促 した ことを理解 させ る。

H)人 々の 主権者 として参政権獲得 をもつようになってくる土壌 として,生 活の 向上があったことを理解 させる。

ウ 本時の展開

学 習内容 学 習 活 動 指 導 ヒの 留 意 点 資 料

導 大IE時 代の生活 1当 時 の邦画 『文化病』(大 正14 ・生徒 に積極的 に発言させ,そ こか ら 。映 画 『文化病』の

入 年制作 ・島津保次郎監督)の あらす 授業 を入 ってい くことに心がけ,解 あらす じ

じか ら当時理想 とされた生活がどん 答は授業の中で示 してい く。 ・「 ち ゃぶ 台 」 「文

10 なものか考え,大 正時代の生活につ ・写真や 「さざえ さん』の漫画を利用 化住宅 」の写真

分 い て 関心 を もつ 。 し,生 徒に大正時代の生活に関心を ・漫 画 『さ ざえ さん1

起 こ させ,そ こか らの 意 見 も 出 させ の住宅とちゃぶ台

て い く。 での食事風景の絵

○食生活の変化 2当 時の人 々が洋風 の生沽に憧れ, ・身 近 な もの と して理 解 させ て い くた ・資料 「当時の東京

その合理 化 された生 活を目指 してい め に カル ピスや キ ャラ メル を実 際 飲 の兵隊 さんが好き

たことを,菓 子類 を中心に食文化 の 食 させ,そ こか ら感 じた 様 々な こ と な食べ物 」

展 中か ら理解する。 を発言させなが ら,洋 風化に結 び付 ・カル ピスの 当時 の

け て い く。 広告

0家 庭生活の合理 3ち ゃぶ 台 や電 化 製 品が 広 ま った こ ・新 しい製 品が 出 て き た こ とに よ り生 ・電化製品の写真

化 とにより,家 庭生活が合理化 されて 活が どう変化していったか,生 徒に ・奄 灯 数の 伸 長 の ク

開 い った こ とを理 解 す る。 考 え させ る。 ラフ

○東京圏の拡大 4東 京圏が拡大 してい った ことを地 ・事前に生 徒に地形図を着色 させてお ・明 治42年,大 正

形図や人口の変化か ら読み取る。 き,そ の地図を視聴覚機器を利用 し 15年,昭 和12年 の

確認 しなが ら生徒に意 見を発表 させ 1/10000の 地 形図

て い く。 。東 京 の 人 ロ グ ラ フ

5変 化 の 涼 囚 とな って い る もの を地 。鉄道の開通や通勤者数の グラブなど ・私鉄(玉 川電気鉄

図や クラフの中か ら読み取 り,新 興 の地域に関連 した資料 を利用 し,地 道)の 開業 にっい
30

の住宅地にどのよ うな人 々が住むよ 域が発展 してきた時期や都心 との関 ての資料
分

うに な って き たか を考 え,現 在の 市 連 に気付かせる。 ・玉川竃気鉄道の乗

街地や ビジネス街がつ くられ新 たな ・サ ラ リー マ ンの 生活 に 注 目 して ま と 降客の変遷 グラフ

東京圏が形成 されていった時期につ め て い く。

いて も理 解 して い く。

ま 大 正人 の一 日 6第1時,第2時 の 内容 を も とに 大 ・架空 の家族を設定 し,そ の家族の一 自作 の 『大 正 人 の一

と 正 時 代 の 人 々の 生活 を,・あ る 家族 の 日と い う形 で,今 まで 習 った文 化 や 日 』 の ワ ー ク シ ー ト

め 一 日の 生 活 に仮 託 し,ワ ー ク シー ト 生 活 を ま とめ させ る。

でまとめ直 しなが ら確認 を行 う。 さ ・授業の中では触れなか った文化や生

らに,生 活が向上 してきた人 々が次 活 の ことな とは ワー クシー トのな か

10 に 何 を求 め る よ うに な っ たか を 考 え, で示 して い くよ うにす る。

分 今俵の授業の導入とす る。
・まとめと課題は今後の授業の導入 と

な って い くこ とを前提 に設 定 し,分

か りやすい設問に心掛ける。

工 評 価

ω 大正時代に,大 衆の生 活向上の願いか ら様 々な生 活の変化が起きてい ったことを・ 身近な教材の中か ら理解す ること

ができたか。

(イ1社 会運動や普選運動の学 習の前提 として,大 衆の生活文化の様子が理 解できたか。
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オ 研究授業 の考 察

導入では・前時の授業を受肱 映 画の 話題か ら生活の変化へ興味 をもつ よ うな ものを と考 え,

映 画 『文化病』のあらすじを利用 した。 さらに,生 徒の興味 と関心 を深め るため に漫画 「さざ

え さん』を取 り上 げた。 映画の あ らす じか らもいい意見が 多 く出 され たが,漫 画を便 うこと

で よ り多 くの生徒 が関心を もって授 業に臨む ことが で きたと思 う。 ここで授業 への関心を引

きつ けるこ とが で き,お おむね導入 としての 目的 を達成 した と思 われ る。

展開 では,ま ず生徒の 関心 をより深 めてい くために,大 正期 の食文化の変 化を取 り上 げ,カ

ル ピスを飲み キ ャラメル を食べ るとい うことを行 った。 これ は現在 につ なが る食文化 の洋風

化が 大正時代 に始 まる ことを具体 的に理解 させ よ うとい うことか らであ る。 この こ とで生徒

の関心 を高め多 くの意見 を引き出す ことがで きた。生徒 か らも 「大 正時代 につ いて関心 を持

つ ことがで きた。 」「何 も分 か らない ところか ら理解 しろといわれ るよ りず っと理解 しやす

か った。 」な どとい う意 見が寄 せ られた。

また,大 正時代 の東京圏 の拡大 につ いては身近 な地 域を取 り上げ,地 形図 の変化か ら地域

の変化を読 み取 る ことを行 った。 また グラ フを読む作業 などを入 れ ることによ り,よ り理解

しやす く授業 を組 み立 て ることがで きた。 生徒 も地図 の着 色によ り住宅が増加 してい ること

に気付き,ま た,そ のことが 鉄道 に影響 されて いるとい うことも理解で きたよ うであ った。 さ

らに,乗 降者数の 変遷 グ ラフか ら1923年 の関東 大震 災以降に住民が増 えている ことを読

み取 ることもで きた。 この ことか ら資料の選択 は適切 だ った と思われ る。

本時は第1時 の 「大衆文化の発達」とともに,今 後の 『社会運動 』や 『普選運動 』を学 ぶ授

業の前提 となるものなので,ま とめ につ いては時 間を多 く取 り,ワ ー クシー ト『大正人の1

日』に第1時 と第2時 の内容を合わせ た形で まとめ させる ように した。 この まとめを大 部分

の生徒 が記 入す る ことがで き,何 人 かの生徒 の中か ら大 衆が次に求 めてい くもの と して 「自

由 」「平等 」「選挙権 」とい う意見が 出され,十 分 に授業 の 目的が達成 できた と思われ る。

全体 としては生徒の反 応は良好であ り,「 も っと詳 し く大正時代を学 んでいきたい。 」とか

「楽 しい。 」「理 解 しやすい。」とい う意 見 も多 くあり,ビ デ オや身近 な教材 を便 った授業を今

後 も行 って ほしい とい う意見が多数 あ った。 このことから,身 近 な素材 や生活文化 の学 習か ら

大正 デモ ク ラシーの時代 について理解 す るとい う本時の ね らいは達成で きたと思 われ る。

ただ大正 時代 の よ うに明治以降 の歴 史には新 聞や書籍,統 計 など手に入 る各裡の 資料が あ

るが・ その中で何 を どの よ うに使 ってい くかに よ って,生 徒 のその時代 に対す るイメー ジが

変わ って しま うことが 多いの で,授 業 者が どのよ うに資料を扱 うかが大 きな課題だ と思 う。

一20一



C学 習指導案(第3時)

ア 主題 「社会 運動の 高 ま り 」

イ 本時 の ね らい

σり 大 衆の成 長が・ 自分 たちの生 活 を向上 させよ うとす る様 々な社会運 動 を生 み出 した ことを理 解 させ る。

K)班 学 習を通 して まとめた資料 を もとに,班 で役 割 分担 を させ て発表 させ る。

ウ 投 業の展 開

学習内容 学 習 活 動 指 導上 の留 意点 資 料

前時の復習 1前 時 の学 習を通 して分 か っ ・大 正時代 の生活 の中で何 が変 わ った

導 た ことを発表 する。 の か を再 確認 させる。

(家 庭生 活 ・食生 活 ・地域 生活)

入 生活の 変化 とその 2現 実 の生活が 変化す る中で, 。大衆 の よ り良い生活 を求め るい ろい

生活へ の 不満 その生 活への 不満 や障 害な ど うな願いが,現 実 の生 活 を変え てい

はな か ったの か ど うか考え る。 った ことを理 解 させる とと もに,現

5 実 の生活 への不満 や障害 とな ってい

分 る もの を考 え させ,発 言 させ る。

(賃 金引上げ ・待遇改 善 ・差 別撤廃)

○様々な社会運動 3班 学 習でOHPシ ー トを完 ・事 前に各班 員 に資料 を配布 し,下 調 OHPシ ー ト

の 高 まり 成 す る。 ぺを させ て おき,班 学 習 ・班 発表 の 日本全図等

*OHPシ ー トの 内 容

展 1こ れ までの生 活 と動 き

仕 方 を指 示 して お く。

・班 学 習の態勢 を作 らせ,OHPシ ー

2具 体的な動 き(要 求) トを作 成 させ る。

3団 体 や組織 名 様 々な社 会遵動(資 料)

4そ の後ど うな ったか 1労 働 者の 生活(労 働争議)

2農 民の生 活(小 作争 議)

3女 性差別(女 性解放)
戸

開 4部 落民 の生活(部 落解放)

5社 会主義 者の動 き

6ア イ ヌ人 の生活

4班 ごとに発表す る(各 班3 ・OHP・ 黒 板 ・地 図 ・新 聞 記 事 等 を

分)。 使 って 自由 に発表 させ る。
4a

5個 人 ワ ー クシ ー トを 完 成 す 各生 徒 に ワー クシー トを配布 して作 ワ ー ク シ ー ト

分
る 。 成 さ せ る。

・班 の発表 をもとに ワークシー トを完 成

させることによって,大 きな社会運動に

発 展 していった過 程をとらえさせる。

ま 大衆の,政 治へ の 6よ り良い生 活 を求 める 自分 ・2～3人 の ワ ー ク シ ー トを 紹 介 しな

と 意識 の高 まり たちの願い は どうす れば実現 が ら問い掛 ける。

め で き る の だ ろ うか 。 新聞記事

大 正9.2.11

5 7そ の時の新 聞記事 を見 て, ・新 聞記 事(普 通 選挙運 動の高揚)を 大 正3.29

分 普通選挙制実現の渇望を感 じとる。 OHPで 見せ なが ら,解 説 を加え る。 大 正12.2.24

工 評 価

の 生 活の向 上 と民主 主義 を 目指 す社会連動 が全 国的な組織 を作 って高 ま ってい った過 程を理解 したか。

㈲ 班 学習の 成果を もとに役 割 分担 を行い,種 々の 負料を 使 って班 発表 が しっか りで きたか。
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D学 習指導案(第4時)

ア 主 題 「普通選挙制の実現 」

イ 本時のねらい 大衆の成長が政治への意識を高め,普 通選挙を実現 させたことを理解

させる。

ウ 本時の展 開

学習内容 学 習 活 動 指 導 土 の 留 意 点 資 料

導 良い政治とは 110万 人集会 の写真 ・民衆が良い政治を求め,そ 10万 人集 会

どんな政治か を見たり,尾 崎行雄の れを実現 させるためには普 の写 真
入

演説 テー プを聞いて, 通選挙が必要であったこと 尾崎行雄の演

10 良い政治とはどんな政 に気付かせ る。 説 テープ
治なのかを班て話 し合 ・藩閥 の桂 内閣が50日 余 り

分 って代表が発表す る。 で倒 され たことにも触 れる。

○民本主義 2民 本主義の広まりが普 。民本主義については深入 り

選運動の論理的背景にな し な い 。

展 っていたことを学 習する。

○政党内閣の 3① 政党政治の意味 ・民意 を実現 させるためには 伊藤,原 内閣

誕生 とその意義を学習 政党政治が不可欠であった の閣僚表

開
す る 。 こと,原 内閣が本格的な政

党内閣であったことを理解

② 原内閣と伊藤内 さ せ る。

閣の閣僚表を比べ,

分 か った ことを発
・平民宰相 と期待 された原敬 原敬殺害新聞

30

表す る。
が普通選挙には反対であり,

それが理 由で殺害されたこ

記事

とにも触れて お く。

分 ○普通選挙法 4① 原内閣以降,政 ・社会運動や普通選挙運動の

の実現 党内閣が跡絶え第 高まりを背景 としておさえ

二次護憲運動が起 て お く。

きた ことを学 ぶ。

② 加藤高明内閣が
普通選挙法を実現さ

せたことを学習する。

ま 普通選挙法に 5有 権者数の増加によ ・民衆の要求が実現できる制 選挙法変遷表
と

め

10

よって政治は

ど う変化する

って政治がどう変化し

たかを考え発表する。

度 であ った ことをと らえ さ

せ る。

分 か

工 評 価

(ア)政 党政治や晋通選挙制 の実現 までの流れ,意 義 について理解で きたか。

α)大 衆 の成長が,普 通選挙制 の実現 へ とつなが ったこと力理 解できたカめ
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E学 習指導案(第5時)

ア 主題 「大正 デモ クラシーの意義 」

イ 本時の ね らい

rう 第1時 から第4時 の政治 ・経済 ・文化 の動 きをまとめ,大 正 デモ クラシーの背景 とその

意義 を考え させ る。

α)普 通 選挙法 とともに治安維持法 が制定 され たことを中心 に,大 正デ モク ラシーの限界

に気 付かせ る。

(ウ)大 正 時代の人 々の生活 や意 識 ・行 動につい て,現 代 との共通 点 ・相違点を考 え させ,

大正時代 についての理 解 を深 め させる。

ウ 本時 の展開

学習内容 学 習 活 動 指導上の留意点 資 料

導 大正時代 1第4時 まで の学 習 ・お もな事件 ・文化 など

入

5
で学んだことをあげ に注 目させ,時 代 の流

分 る 。 れ をつか ませ る。

○大正デモク 2政 治 ・経済 ・文 化 ・ ワ ー ク シ ー トの 確 認 の ・関東大震災の

展 ラシーの背 の動きや,大 正デモクラ 際,関 東大震災時の朝 写真パネル

開 景,意 義, シー の意 義 を ワークシー 鮮人 ・社会主義虐殺や 新聞記事

限界 トに記入し,発 表する。 治安維持法についてはs 。治安維持法

25

3治 安維持法のねら 資料を示 し,大 正デモ
分

い,社 会主義者弾圧 クラシーの限 界に も気

の理 由を考え る。 付 かせる。

ま
と

大正時代の人 4現 代 と比較 して大 ・5時 間の学習の まとめ

め 々の生活 と政 正時代の人 々の生活 として行 い,自 由に書
20

分 治 や時代像を描 く。 か せ る 。

工 評 価

ω 大正時代 の政 治 ・経済 ・文 化の動 きを大 き くつか み,大 正デモ ク ラシーの 背景 とその

意義 や限界が理解 で きたか。

α)大 正時代 の人 々の生活や意識 ・行動 について理解が深 め られたか。
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4研 究のまとめと今後の課題

{D研 究の まとめ

歴史 的分野の分科会では 「生徒の興味,関 心を高め意欲的な学習活動を促す指導内容の構

成と指導方法の工夫 」を主題として研究を進め,次 の点を明 らかにすることができた。

ア 政治,経 済,社 会の動きとい う,そ の時代の全体像を生徒が分かりやす く理解するため

に文化の学習か ら入る形に単元を再構成す る試みは効果的である。1,2校 時の文化,人

々の生活の学習を通 して,生 徒は時代の全体的な動きや人 々の願いをよ く理解 し学習意欲

を高めていった。特に,大 正時代は生徒にとって身近な生活文化が現われた時代でもあ り,

理解が難 しい大正デモクラシーの内容を学 習するうえで適切であったと考える。一つの時

代を学習するときに,生 徒が自分なりに時代のイメージをもつことは,意 欲や理解度を大

きく高めることになる。

イ 視聴覚教材や身近な素材を活用することは,生 徒の意欲を高め,興 味 ・関心をもたせる

のに有効である。大正時代は映画のビデオや写真,新 聞,ラ ジオなどの資料が豊富で様々な活

用をすることがで きたが,そ の中で生徒の関心をより集めたものは五怒に訴えかけた教材

である。 また,予 備知識な しでまず教材に触れさせることで,生 徒のより多様な興味や意

見が引き出すことができた。

② 今後の課題

ア 時代像を示す文化の学習を先に行 うことによって得 られた生徒の関心や意欲を,そ の後

の学習の展開のなかで生かす工夫をしたが,生 徒にとって,文 化に比べて政治や経済 など

の内容は難 しい面がある。生徒の意欲をどう持続 させてい くか,教 材や導入 の工夫な ど,

今後も検討を重ねてい く必要がある。

イ 大正時代は現代につながる身近な時代であり教材 となる資料は豊富である。生徒の実態

を把握 し,地 域の特色を生かしなが ら,そ れ らを授業のなかでいかに精選 して活用するか

は今後の大きな課題である。 また,こ の精選の問題はどの時代にも共通するものであり,

文化を先に学習するときには特に大切なことである。

ウ 文化を先に学習するという指導内容を構成したが,こ の手法は大正以外の各時代にも通

用するものと考え る。その時代の文化や社会の動 きのどの面に焦点を当てるかにより様 々

な方法をとることができる。それだけに教師の側も,時 代像の把握や教材の準備な どに多 く

の努力を ともなうが,そ の上に立 って各時代における指導内容の再構成や指導方法の工夫

を行うことは,生 徒の意欲や関心を高める方法として有効であり,一 層の研究が必要である。
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